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フィリピン福音自由教会（ＥＦＣＰ） 
台風３０号（英語名ヨランダ）最新報告：２０１４年２月４日 

プリスコ・アロコッド師（ＥＦＣＰ会長） 
 

台風３０号（ヨランダ）による被災地復興活動に係わる同労の皆様へ 
 
私たちを通して被災された方々へ主の恵みを届ける道を備えてくださったことを主に感謝しています。

過去数週間のうちに、膨大な復興作業とコミュニティ開発のための計画立案が行われたため、この最新

報告の発行までに時間がかかりました。私たちの活動は、救援活動から建物の再建や住宅の修繕にシフ

トしています。 
 
ココナッツ材とチェーンソー 
ココナッツの木は、フィリピンでは建築材として使われています。私たちは、ココナッツの木から木材

を切り出すためチェーンソーを７台購入し、もう１台をレンタルしました。次のとおりの手順を決めて、

チェーンソーを６つの町に配備しました： 
１．作業員を一人雇用し、日給および食費に加え、ガソリン・オイル代等を支払う 
２．ココナッツの木２本から最大限切り出せる分の材木を各家族に支給する 
３．（材木を受け取る予定の）家族の人は、作業員を手伝う 
４．牧師または一般信徒一人を各コミュニティのコーディネーターとして任命する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他住宅面での援助について 
ココナッツ材の他、ベニヤ板・トタン屋根・釘等の資材も購入しました。次のとおり取り決めて分配し

ます： 
１．現金の支給はしない。その代わり、受給者自身が必要物資を購入する際、コーディネーターが付き

添い、購入した資材の運搬を手伝う 
２．（支給額の）上限は各家族ごとに決定する。全壊住宅には半壊より多く支給する 
３．教会員には非教会員より多く支給する 
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住宅補修のため材木以外の材料を運び込むようす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
シルベリオ兄と二人の子ども 
前回の報告で、台風の中、二人の子どもの兄妹を救出したシルベリオ兄について書きました。左下の写

真が、彼に助けられた二人の兄妹です。彼は自身も高台へと避難する途中、この子たちを救いました。

強風と高潮のゆえに、子供たちは両親とはぐれていたのです。右下の写真は、シルベリオ兄が首まで海

水に浸かりながらコンクリートの壁に立っていた時につかまっていた鉄の棒です。彼が片手で子どもの

妹の方をかかえ、もう一方の手で鉄の棒をつかんでいる間、子どもの兄の方は彼の背中にしがみついて

いたそうです。シルベリオ兄は台風後、東サマール島のサム・アベリア牧師を最初に訪ねて行った人で

もあり、レイテ島のタナウアンから、長く危険な道のりをバイクで行ってくださいました。 
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発電機 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セブ市にて発電機を購入し、東サマールのヘルナニへ運びました。二つの村で街灯のための電力を供給

しました。右の写真は電線や電球を取り付ける村の職員たちです。初めの数夜分、発電機を動かすため

のディーゼル燃料も提供しました。ＥＦＣカナダのカート・サバン兄がこのプロジェクトを起案・指揮

してくださいました。 
 
 
サマール島ヘルナニにて、アライアンスミッションを通して Humedica(ドイツの医療ＮＧＯ団体)が医療

支援を実施 
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浄水器の使い方を実演     チェーンソーを追加配備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サム・アベリア師の住宅は奇跡的に無事 
サム師は東サマールのＥＦＣＰ所属牧師です。彼の自宅は奇跡的に損壊を免れていました。ヘルナニの

町はほぼすべてが破壊され、百名近くの命が失われた事実からすると信じられないことです。サム師の

自宅が救援および復興活動の拠点となりました。他にも日曜礼拝に集うための家の教会が一軒あります。 
 
 台風から１か月後、サム師の自宅にある 

立木がクリスマスツリーとなった   サム・アベリア師 
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リーチグローバルによる危機対策および被災者に対する牧会についてのセミナー 
（セブおよびサマール） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釣り船の建造と修繕を手伝い、人々の生計を援助 
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被災地のようす 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「これほどの規模の被災状況は見たことがない。まったく驚愕する。どこから見ても戦地のようだし多

くの人々にとっては実際にそうだ。皆これを実際に見て、信じ、感じ、そして理解しなければならない。」 
（ジョン・ケリー米国務長官、２０１３年１２月タクロバン市を訪問し） 

 
住宅面での援助をした地域：過去２か月の間、私たちは以下の町において、住宅面での支援を多くの家

族へと広げてきました（具体的な数については後日集計） 
１．東サマール州：ボロンガン、ヘルナニ、バランカヤン、ギポルロス 
２．レイテ州：タナウアン、セントバーナード、バイバイ、パロンポン 
３．セブ州：サンタフェ、バンタヤン、ダンバンタヤン、ボルボン、カモテス島、タリサイ 
４．イロイロ市およびパナイ島の一部 
５．パラワン州：カリオン 
 
復興コーディネーター（サマール島ボロンガン）による報告（ダイジェスト） 
Rey Gesite 氏はボロンガン福音自由教会の役員であり、復興プロジェクトのコーディネーターを務めて

おられます。氏からＥＦＣＰ本部に届いた報告を一部転記します： 
 
この復興プロジェクトにより、私たちの教会が真にキリストのように人々を愛しているとの証をもって、

未信者へキリストの愛を分かち合い、彼らの霊的な目を開く者として仕える機会が与えられています。 
また喜ばしいことに、このプロジェクトを通してサンマテオ教会は毎週日曜日にはいつも礼拝出席者で

満員となっています。これは以前一度もなかったことです。七組の未信者家族も毎週出席しています。

サム師、教会役員、ミニストリーリーダー、訪問伝道者、およびここ東サマールの全 WHF ファミリー

に代わって、ＥＦＣＰ（プリスコ師のリーダーシップ）を通して世界中からお献げくださった方々に、

この働きへの惜しみない献げものとご親切、ご支援に心から感謝申し上げます。 
 
主の働きに在って 
Rey B. Gesite（東サマール島ボロンガン市、教会役員／音楽ミニストリーリーダー） 
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集中支援地域 
ＥＦＣＰ、リーチグローバル、アライアンスミッションの各代表者によって構成される災害対策委員会

では、今後１８か月間、以下６つの町でのコミュニティ開発に活動と資金を集中することに合意しまし

た。 
 
東サマール州：  セブ州：   レイテ州： 
１．ヘルナニ  ４．サンタフェ   ６．タナウアン 
２．バランカヤン ５．トゥデラ、カモテス島 
３．ギポルロス 
 
各地域に最低一人のコーディネーターを任命します。主な目的は、主の導きに従いつつ、教会開拓の視

点をもったコミュニティ開発です。 
 
上記６地域を選出した理由等詳細は以下のとおりです： 
 
１．ヘルナニ  サム師の住まいがあり、サム師夫人は役所の部局長をしておられます。サム

師は、ヘルナニでのミニストリー強化と教会建設に集中し、ヘルナニから５０ｋｍの距離にあるボロン

ガン市での牧会義務から外れることとなります。ある教会員の婦人が、ご自身の住まいが流された跡地

を、教会に献げてくださいました。ご自身がその土地に再び住む予定はないそうです。すでに約束献金

や建築資材の初期費用が献げられています。ヘルナニは、東サマール地域の活動拠点となり、サム師が

統括リーダーとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東サマール・サム師のチーム。Humedica,  サム師の自宅にて、村職員と地域開発について 
アライアンスミッションおよびＥＦＣＰの  会合 
面々とともに      
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２．バランカヤン ヘルナニとボロンガンのほぼ中間に位置し、大きな被害を受けた地域。ノエ

ル・カバニラス師夫妻が遣わされています。ノエル師はバランカヤンにある２つの町と、近隣のメイド

ロンの町も巡回します。メイドロンにはすでに開拓教会があり、日曜礼拝が行われています。しかし、

バランカヤンは全くの未開拓地です。ノエル師にバイクが必要です。師への月々の財政支援がすでに約

束献金されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノエル師夫妻    ワールドハーベストフェローシップ 

（カリフォルニア）のジュン・サバテ師と 
 
３．ギポルロス  ヘルナニから南へ６０ｋｍに位置しています。ある夫妻が遣わされています。

写真の２階建ての建物が活動拠点として提供されていますが、修繕が必要です。修繕用の資材は購入

済みです。右の写真は建物所有者とサム師。 
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４．サンタフェ  セブ市から北へ１００ｋｍ以上離れた島の町です。クリス・アシロム師がこ

の地域のコーディネーターであり、ジョエル・ダブリコ師とともに遣わされています。クリス師はセブ

市のハーベストＥＦＣの牧師です。教会員のうちの一人がサンタフェ出身であり、その親戚が住んでい

るということから、台風前に当地域での伝道を計画していました。その後台風災害が起き、大規模破壊

に対する多くの復興・開発支援が必要となり、ミニストリーは自動的に前に進むこととなりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

破壊されたサンタフェの町   クリス師とジェラルディン夫人 
 
５．タンバクーン、トゥデラ、カモテス島  １９９０年代、セブ市にある First EFC がトゥデ

ラで開拓伝道を始めました。教会の建物は建てられましたが、さまざまな理由から信徒数は伸びません

でした。母教会はこの働きをいわば「見捨てた」状態にありました。台風災害が起こり、当地域は、復

旧と復興のために多くの援助を必要としました。教会の建物は援助活動の拠点となり、教会の人々は大

変励まされました。私たちが、地域コミュニティのために政府や他の機関よりも多く援助を行ったので、

未信者の方々も大変祝福されました。First EFC は、ＥＦＣＰと協力してこの地での伝道を再開するこ

とを決定しました。 
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６．タナウアン  シルベリオ兄同様、シン師夫妻はタナウアンの出身です。シン師は農業をし

ていましたが、ずっとバイブルスタディを導いてこられました。当地域はタクロバン市に近く、台風被

害の最もひどい地域の一つでした。私たちは、シン師とシルベリオ兄を通して援助活動の道を開いてき

ましたし、当地域をコミュニティ開発の対象に含めることに決定しました。台風後、以前より多くのバ

イブルスタディが持たれており、去る１月５日には最初の礼拝がテントの下で行われました。現在、教

会の建物を建築中です。タナウアンプロジェクトは、ホーマー・プリート師のアンバサダーキリスト教

会（Ambassador Church of Christ、セブ市）の監督下にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タナウアン 教会建設中   左：シルベリオ兄 右：シン師 
 
その他の必要および検討すべき活動について 
１．コーディネーターの活動に必要なバイク３台：サンタフェ、タナウアンおよびバランカヤン 
２．サマール島のサム師が、他の事務所や機関との連絡用にＰＣを必要としています 
３．大量の聖書を購入する必要があります。セブ語訳およびワライ語訳 
４．特に漁業や農業のための、実行可能な生計（支援）プログラムを検討しようとしています 
５．子どもたちの学校教育支援ができるように願っています 
６．学校の建物、椅子、テーブルおよびその他公共施設等も必要とされています。 
７．次回２月１３日の災害対策委員会のためにお祈りください。今後１８か月の予算について最終決定

する予定です 
 
賛美と感謝 
１．私たちを主の祝福の管として用いてくださっていることと、主の愛と寛容を人々に広く示す機会を

与えてくださっていること 
２．福音を分かち合い、地域ごとに信徒の集まりを築く機会が与えられていること 
３．物質的にも霊的にも、主が私たちに資産や賜物を託してくださっていること 

以 上 


